


名前 髙安 恭介

所属 山形市 企画調整課 移住促進係
着任日 令和 5 年 4 月 1 日
出身地 埼玉県所沢市
前住所地 東京都小平市
前職 イラストレーター（継続中）

映像制作会社勤務を経て、2012年にイラストレー
ターとして独立。2020 年にドイツ ADC 銅、レッド
ドット最優秀賞を受賞。これまで日本、ドイツ、ド
バイ、台湾の出版、広告、学校教科書、パッケージ、
カレンダーなど幅広くイラストレーションを提供。
山形の食べ物のおいしさに胃袋をつかまれ、美しい
風景に心を奪われている。



山形市にはじめて訪れる（東北自体はじめて）

山形市の空き家バンク物件の内覧したい

オーダーメイド型移住体験ツアーに参加

山形市の風景に感動！
暮らしやすそう！で移住を決意都市部もあって

を PR したいと思い、協力隊に志願
「リアルなすてきさ、暮らしやすさ」山形市の

地域おこし協力隊の募集を知る



SNS による情報発信

イベント用の装飾品、
グッズ制作

移住促進に係る
チラシ等のデザイン制作

プロモーション動画の
撮影・制作



オーダーメイド型移住体験ツアーのチラシ
表面はツアー担当職員が西蔵王公園で参加者に山形市を見渡しながら案内している様子を表現。裏面は申し込み手順
にくわえて、ツアー参加者の感想を世代別に紹介。市の魅力もわかりやすく完結に伝わることを意識した。

つくったもの｜広告



移住相談会のチラシ
単独移住相談会のイベント広告。移住後の暮らしをイメージさせるためアウトドアや温泉、子どもとのびのび遊ぶ様
子をイラストで入れた。WEB、SNS に掲載するためにバナーサイズ、SNS 用のスクエアサイズにも展開。

つくったもの｜広告



就職・移住相談会のチラシ
にぎやかに散りばめられているイラストは山形市、参加する同じ村山地方の市町の名産や特産の数々。WEB、SNS に
掲載するためにバナーサイズ、スクエアサイズにも展開。

つくったもの｜広告



ネットで調べても
なかなかイメージできない

地方移住って少し不安

そう！だからこそ！山形市の

がおすすめなんです！

えっ！交通費・宿泊費が無料！

オーダーメイド型なのでご要望を事前に聞きながら
最適な行程をご提案します

観光とは違う山形市のリアルを体験できるんですね！

※飲食費、施設の入場料等は参加者負担。※飲食費、施設の入場料等は参加者負担。

オーダーメイド型移住体験ツアー
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が実際に移住しました！
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PR シート
移住相談会のプレゼン時にバックモニターに投影、参加者に配布するための資料。オーダーメイド型移住体験ツアー
への誘導が目的。イベント参加者は他市町村の資料も多数持ち帰ることを想定し、気軽に読める漫画にした。

つくったもの｜広告



つくったもの｜広告

求ム、
協力隊！

お猿を山に帰し隊
（有害鳥獣対策強化等業務）

お猿を山に帰し隊

歴史ほりおこし協力隊
（文化財保存活用業務）

歴史ほりおこし協力隊
（観光プロモーション業務）

温泉沸かし協力隊温泉沸かし協力隊

（伝統的工芸産業魅力発信業務）
山形イイモノつくり隊

（伝統的工芸産業魅力発信業務）

地域おこし協力隊募集ポスター
JOIN移住・交流&地域おこしフェア2024での出展ブースのバックパネルに掲載するための巨大求人ポスター
を制作。会場で目立つためにイラストは劇画調に。キャッチコピーや募集業務名もユニークにしようと考えた。



移住パンフレット
山形市の概要、魅力、気候、住環境エリアの説明や各支援制度などをまとめたパンフレットを制作。「楽しく見やすい」
をコンセプトに、かたい内容もやわらかく伝わるよう意識した。全 16 ページ（表紙、裏表紙含む）。

つくったもの｜パンフレット



つくったもの｜パンフレット



つくったもの｜パンフレット



「秋の紅葉」（40秒）

山形市の夏「山寺 宝珠山立石寺」（49秒）

山形市の夏「高瀬 紅花畑」 （38秒）

山形市のうつくしい情景をモチーフに撮影から編集、ナレーションまでワンストップで制作。各動画は
YouTube の山形市移住担当公式チャンネル「ヤマガターン」で公開。　　
https://www.youtube.com/@yamaga_turn

「来ればきっと好きになる。山形市。」シリーズ

つくったもの｜プロモーション動画



気軽に楽しめるバラエティ要素のあるパターンの動画も制作。一人二役のナレーションにも挑戦。動画は
YouTube の山形市移住担当公式チャンネル「ヤマガターン」で公開。
https://www.youtube.com/@yamaga_turn

つくったもの｜プロモーション動画

「山形市の暮らし 芋煮会」　（6 分 00 秒）



【山形市のリアル】シリーズ
サムネイルを見ただけで再生したくなるにはどうすればを考え、キャッチーでインパクトのあるサムネを制作。全て
に「山形市だから」という文言を入れることで、一目で山形市の情報だとわかりやすくし、また、特別感も演出。

Coming soon

つくったもの｜サムネイル画像



バナースタンド
山形市の子育て支援施設は無料で使えるため、パパママにもやさしいという親に向けたメッセージも入れた。ビジュ
アルはイベント会場でも目立たせる（違和感を感じさせる）ため、写真とイラストを合成。

実際の相談ブース風景

つくったもの｜イベント装飾品



トートバッグ
移住相談会などで資料をまとめて渡す際のトートバッグのイラストレーションを制作。全国規模の相談会場ではコッ
トン素材のトートが多いので、逆に不織布を採用。花笠祭りの踊り子をゆるく、キャッチーに描いた。

つくったもの｜ノベルティ



Instagram「ヤマガタシティ・グラフィック　移住者視点メディア」
「移住者視点で気づいた山形市での暮らし」をグラフィカルに紹介。市の魅力やおどろきの文化・風習のほか、方言の
紹介、観光やグルメ要素など移住したからこそ感じる要素を盛り込んでいる。

SNSによる情報発信



Instagram「ヤマガターン ～山形市移住～」
移住担当の公式アカウントで投稿するための画像の一部を作成。移住相談会の告知をする際、参加職員の情報を開示
することで相談者に親近感をあたえ、相談へのハードルを下げられるのではないかと考えた。また、あえて自治体ら
しい文章ではなく、温度の感じられる「個人的な好き」をテーマに各職員に文章を書いてもらった。

SNSによる情報発信




